
岡山大学図書館における学生のための取り組み事例
～継続× はチカラなり～

月に1度、学生一斉メールで電子書籍に関する情報発信を行っている。学生
のニーズにあわせて月ごとにテーマを変更し、メールのほか、HP、館内ポス
ターでも同時に広報を実施している。

コロナ禍による遠隔授業の増加より電子書籍へのアクセス数が急上昇した
ため、高まるニーズを適切につかみ、利用促進を図るために2021年8月より
広報を開始。以降、2025年6月現在にいたるまで継続して実施している。

電子書籍の利用統計分析を定期的に実施し、広報の効果を測定。

電子書籍の広報は、資料選定
ワーキンググループ(以下、WG)が
担当している。広報WGは別にある
が、資料選定WGが担当することに
より、選定と広報のタイムラグを
短縮でき、冊子体よりも発注から
利用開始までのスパンが短い電子
書籍の広報に適した運用となって
いる。

また、広報のテーマに合わせた
電子書籍の選定もおこなっている
ため、様々なテーマの電子書籍に
ついて積極的に選定していくこと
ができ、多様な蔵書構築につな
がっている。

0

2000

4000

6000

8000

10000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

Mel年間アクセス数_総計

2024年度 2023年度 2022年度

0

1000

2000

3000

4000

5000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Mel年間アクセス数_多読

2024年度 2023年度 2022年度

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Mel年間アクセス数_総計-多読

2024年度 2023年度 2022年度

広報と資料選定、統計分析を
連動させて実施している。

いずれも、単独では継続して
実施するモチベーションを保ち
続けることが課題となるが、そ
れぞれを連動させて運用するこ
とで、相互作用によりそれぞれ
の機能が活性化し、(紆余曲折はあ

りながらも)継続して実施すること
ができている。

・年間利用統計
月間同様プラット

フォームごとにアクセス
数をチェック。

Mel(Maruzen eBook 
Library)の場合、アクセ
スの半数以上が多読資料
となっているため、それ
らを勘案して統計行って
いる。

年間通しての学生の
ニーズを把握し、広報と

資料選定に活かしている。

図書館HP(トピックス、スライダー) 館内ポスター

・月間利用統計調査
プラットフォーム

ごとに月間のアクセ
ス数上位20位のコン
テンツをチェック。

Kinodenの場合、
語学関係のコンテン
ツへのアクセスが多
いので、それらを除
いて統計を分析。

アクセスの多い電
子書籍を確認し、次
回以降の広報と資料
選定に活かしている。

また、広報した電子書籍にア
クセスがあることを確認するこ
とで、広報自体のモチベーショ
ンUPにもつながっている。

総計 語学 -語学

総アクセス数 476 150 326 

前月 497 167 330 

前年 378 295 83 

また、それぞれの機能間のタイムラグを短縮することができるた
め、変化する学生のニーズや様々な状況に対し、柔軟かつスピー
ディーに対応することができる。

当月広報

電子書籍の活用法特集

＊2022年10月に試読サービスを
実施し、試読コンテンツへの
アクセスが急増。
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知好楽セミナー34回分の歩み

セミナー開催の相乗効果

知好楽セミナーのライティング講座をきっかけに、図書館内にア

カデミックライティングの相談窓口を設ける動きに繋がった事例が

あった。またセミナー開催にあたり、セミナー講師作の彫刻作品で

ちょっとした館内展示を行ったり、所蔵する関連資料の展示を適宜

行ったりしている。継続してセミナーを開催することで、新たな

サービスが生まれたり、館内空間・資料の積極的な活用に繋がった

りと、相乗効果が発生し、図書館サービスの機能的変化につながる。

アピールポイント② 学生×○○で主体的な学びを促す
知好楽セミナーは、学生をメインターゲットとしているが、教職員はもちろん、

地域の方など学外者でも参加できる。これは学生と学内外の不特定多数の人びと

が、図書館というリアルな場で密な交流をし、学生の主体的な学びに繋げていく

ねらいがあるためである。

アカデミックライティングの重要性が叫ばれた2014年、知好楽セミナーはライ

ティング講座の1つとして、第1回「若手研究者のための英語論文セミナー：理系

編」を開催して以来、学生の知好楽を目指して10年以上開催し続けている。

アピールポイント① 2014年より10年以上継続して開催

グローバル化時代を生き抜くための「知」と「心」を育む交流をコンセプトとして、

図書館が自らの知的空間を活用して、学生に向けて企画・展開する独自のプログラム。

「知好楽」という言葉は論語「子曰く、これを知る者はこれを好むものに如かず。

これを好む者はこれを楽しむ者に如かず。」による。参加者全員が「知」を「好」み、

さらに「楽」しむ境地へと導くことを目指し、充実したセミナーを開催している。

知好楽セミナーとは？

事例2. 通算30回以上開催！ 知好楽セミナー

事例1. ほぼ毎月情報発信！ 電子ブック広報

知好楽セミナー
について

アピールポイント② 資料選定WGで実施アピールポイント① ほぼ毎月継続して広報を実施

アピールポイント③ 統計分析を行い、効果を測定

広報・選定・統計分析の連動


